
大隅半島で学ぶ
鹿児島県のじゃないほうの半島

鹿
屋
市

問
い
合
わ
せ
先

人
の
温
か
さ
に
触
れ
る
民
泊
体
験

特
攻
作
戦
の
中
心
地
で
行
う
平
和
学
習

鹿屋市ふるさとＰＲ課
平和学習に関すること

☎（）

㈱おおすみ観光未来会議
民泊に関すること

☎（）

大
隅
半
島
各
市
町
が
特
徴
を

生
か
し
た
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ

年度 中学校の修学旅行 実施状況
全国修学旅行研究協会　調査

郷
土
料
理
づ
く
り
体
験

サツマイモの収穫

鹿屋平和学習ガイド案内風景

カ
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内
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測
所

民
泊
の
受
け
入
れ
は
、
大
隅

半
島
の
４
市
５
町
で
実
施
し
て

い
る
。
受
け
入
れ
家
庭
は
、
毎

年
講
習
を
受
講
し
て
お
り
、
１

軒
あ
た
り
３
～
４
人
の
少
人
数

の
受
け
入
れ
で
、
大
隅
半
島
の

大
自
然
と
各
家
庭
の
温
か
い
思

い
や
り
で
生
徒
た
ち
を
も
て
な

す
。
各
家
庭
で
は
、
郷
土
料
理

作
り
や
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど

の
体
験
活
動
を
提
供
す
る
。
生

徒
た
ち
は
、
家
族
の
一
員
と
し

て
、田
舎
生
活
を
満
喫
で
き
る
。

食
事
は
、
特
産
品
で
あ
る
黒

豚
を
食
材
と
し
て
使
用
す
る
な

ど
郷
土
料
理
が
中
心
。
ま
た
、

ど
の
家
庭
で
も
偏
り
の
な
い
食

事
も
心
掛
け
て
い
る
。

一
方
、
宿
泊
を
し
な
い
体
験

の
み
も
受
け
入
れ
て
い
る
。
農

業
体
験
や
地
引
網
体
験
、
カ
ン

パ
チ
餌
や
り
体
験
、
平
和
学
習

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
提

供
す
る
。

鹿
屋
市
は
、
太
平
洋
戦
争
時

に
行
わ
れ
た
特
攻
作
戦
の
中
心

地
で
あ
り
、
鹿
屋
基
地
か
ら
は

９
０
８
人
、
串
良
基
地
か
ら
は

３
６
３
人
の
日
本
で
最
も
多
く

の
特
攻
隊
員
１
２
７
１
人
が
出

撃
し
、
若
く
尊
い
命
が
失
わ
れ

た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
鹿
屋
市
だ
か
ら
こ
そ
、
後
世

に
平
和
の
大
切
さ
、
尊
さ
を
伝

え
る
た
め
、
平
和
学
習
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
和
学
習
の
拠
点
と
し
て
、

鹿
屋
航
空
基
地
史
料
館
が
あ

る
。
復
元
さ
れ
た
零
式
艦
上
戦

闘
機
、
特
攻
隊
員
の
遺
影
や
遺

書
な
ど
、
海
軍
の
黎
明
期
か
ら

現
在
の
海
上
自
衛
隊
ま
で
の
資

料
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
内
容

は
非
常
に
充
実
し
て
い
る
。

ま
た
、
鹿
屋
市
に
は
多
く
の

戦
争
遺
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
で
き
る

こ
と
も
特
徴
だ
。
戦
後

年
が

経
過
し
て
も
今
も
な
お
残
る
戦

争
遺
跡
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
非

常
に
多
い
。
平
和
学
習
ガ
イ
ド

も
養
成
し
て
い
て
、
戦
争
体
験

者
か
ら
収
集
し
た
体
験
談
な
ど

を
基
に
、
鹿
屋
市
で
起
き
て
い

た
戦
争
の
事
実
を
生
徒
た
ち
に

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
。

そ
の
他
、
今
年
度
か
ら
３
６

０
度
の
映
像
に
よ
っ
て
当
時
の

様
子
を
再
現
し
た
「
鹿
屋
市
戦

争
遺
跡
Ｖ
Ｒ
」
も
三
つ
の
エ
リ

ア
の
戦
争
遺
跡
に
整
備
し
て
い

る
。
体
験
談
な
ど
を
基
に
再
現

し
た
当
時
の
様
子
を
リ
ア
リ
テ

ィ
が
あ
る
現
場
で
感
じ
て
ほ
し

い
。こ

の
ほ
か
大
隅
半
島
４
市
５

町
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
内
之
浦
宇

宙
空
間
観
測
所
、
本
土
最
南
端

の
佐
多
岬
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
日

本
一
を
獲
得
し
て
い
る
大
崎
町

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
循
環
型
社
会
に

つ
い
て
学
ぶ
環
境
学
習
な
ど
、

特
色
あ
る
多
彩
な
体
験
コ
ン
テ

ン
ツ
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。

受
け
入
れ
窓
口
と
な
る
鹿
屋

市
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
課
は
「
可
能

な
限
り
要
望
に
応
じ
た
最
適
な

プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
。
心
に
残

る
温
か
い
思
い
出
を
作
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
す
。

鹿
児
島
県
の
東
側
の
半
島
、
大
隅
半
島
の
中
央
に
位
置

し
て
い
る
鹿
屋
市
。
県
都
で
あ
る
鹿
児
島
市
と
は
反
対
側

の
半
島
で
、
新
幹
線
の
停
車
駅
は
な
く
電
車
も
な
い
。
そ

ん
な
鹿
屋
市
は
、
日
本
有
数
の
食
料
生
産
地
帯
で
あ
り
、

特
に
牛
や
豚
な
ど
の
畜
産
業
や
カ
ン
パ
チ
、
う
な
ぎ
の
養

殖
な
ど
の
漁
業
は
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
出
額
を
誇

る
。
本
土
最
南
端
の
自
然
が
豊
か
な
大
隅
半
島
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
教
育
旅
行
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
す
る
。

（１５） 第３１４１号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）９月５日（月曜日）




